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　本年2月の当欄では「『人手が不足していない』企業
は、なぜそうなのか」と題し、他機関によるアンケート
を基に考察しました。要点は、「賃金や賞与の引き上げ」
の人材繋ぎ止め効果は大きいが、「福利厚生の充実」、「公
平で公正な人事評価」といった環境改善策も相応に有効
である、というものでした。
　さて本年4月、中小企業庁が「中小企業白書2025年
版」を公表しましたが、そこでは人材確保のための各種
取り組みの効果が分析されており、特に環境改善という
やや即効性に欠ける印象のある分野に関して、一歩踏み
込んだ分析が行われています。その結論は、またもや「人
材繋ぎ止めに有効なのは賃上げだけではない。環境改善
も重要である」ということです。以下、関係する3つの
調査をみてみます。
　一つ目は、「従業員への経営理念・ビジョンの共有」
という組織運営面の取り組みです。経営理念や会社の将
来像、事業の意義に対する従業員の理解・共感の深まり
は、従業員の定着状況と関係があるのかどうか。結果は、
関係性が認められるということです。図表 1は、こうし
た取り組みの有無と採用3年後の定着率の関係を表して
おり、従業員への経営理念・ビジョンの共有に「取り組
んでいる先」は、そうでない先に比べて「定着率7割以上」
が＋4.1％ポイント多く、「同3割未満」が▲5.6％少な
いことがわかりました。

　二つ目は、当研究所もコンサルティングをしている「人
事評価制度」です。人事評価制度の有無は、従業員の定
着状況と関係するのかどうか。この点についても、正の
関係性が認められました。図表 2をみますと、人事評価
制度を「設けている先」は、そうでない先に比べて「定
着率7割以上」が＋5.2％ポイント多く、「同3割未満」
が▲4.7％少なくなっています。自身の仕事ぶりがどの
ような基準でどう評価され、どのような処遇につながる
のかは、わかりやすく、納得性が高いに越したことはあ
りません。
　最後に「働き方の改善」です。図表 3は、過去1年
間で従業員を増やすことができた先に対して、効果が
あったと思われる働き方の改善策を尋ねた結果であり、
「有給休暇・育児休業など休暇が取得しやすい職場づく
り」が7割と最多、以下、「時間外労働の削減」、「福利
厚生の充実」、「快適なオフィス・工場・店舗等の整備」
と続きます。
　以上のように、人材の定着には、賃上げだけでなく、
「従業員への経営理念・ビジョンの共有」、「人事評価制度」
の制定、「働き方の改善」など、ソフト面の取り組みも
効果的です。企業経営者には、自社におけるこうした取
り組みの成果を点検し、十分とはいえない場合には適切
に対応することが求められます。人材定着効果の増進に
向けて、賃上げと環境改善策の組み合わせや複数の環境
改善策の組み合わせといった具合に、パッケージで打ち
出すのも一案でしょう。また「働き方の改善」について
は、勤務負荷の軽減一辺倒でなく、例えば自身のスキル
アップの観点から、今よりもっと仕事をしたいといった
要望にも対応できるような、柔軟な制度設計とするのも
検討に値すると思います。

従業員の定着に有効な施策とは
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図表 3. 人材確保に効果があった働き方改善（過去 1 年で増員できた先）

図表 1. 従業員への経営理念・ビジョンの共有と採用 3 年後定着率

図表 2. 人事評価制度の制定と採用 3 年後定着率（従業員 31 名～ 100 名）

　越谷市の中央を横断する元荒川は、江戸時代の初期に上流で流れが変えら

れるまでは荒川の本流であった。そして古
いにしえ

からの荒川の氾濫が越谷にもたら

した恵みが「荒
あ ら き だ

木田の土」でできた肥沃な土壌である。粘りが強くて角がな

い荒木田土は国技館の土俵や野球のピッチャーマウンドに使われるが、越谷

ではこの土ならではの特産の野菜を育む。一つは江戸時代から続く「越谷ネ

ギ」であり、もう一つが今回の主役、「山東菜」である。

　山東菜は、白菜と同じアブラナ科で、大きくなるにつれて、丸くならずに

ラッパ状に広がる。白菜よりも水分が多く柔らかい菜っ葉は、なぜか越谷で

よく育つ。それを塩と唐辛子で漬けた「山東菜漬」のまろやかな味は、「あ

ればいくらでも食べてしまう、食べすぎ注意の美味しさ」であるとか。

　「楽農三恵園」は、農業事業者が減

少する中にあっても、耕作放棄から

農地を守り、特産の野菜を守るため

に、地元に住む中島昇一さんと吉田

忠茂さんによって平成 18 年（2006

年）に立ち上げられた。以来、越谷

ネギ・山東菜などの野菜栽培、山東菜

漬・手作りキムチ・自家製麹味噌など

加工品の製造、そして畑地を貸して

市民に野菜作りしてもらう「ヤサイ

クラブ」の3事業を展開してきた。

　山東菜漬は冬の風物詩。山東菜は 11 月後半から 12 月にかけて収穫され、

すぐに漬けられる。製品は 12 月中旬から全国に向けて出荷され、冬の間に

完売する。そういう季節感も含めて、越谷地方の風土に根差した文化なのだ

と思う。
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( 資料 ) 中小企業庁「中小企業白書・小規模企業白書 2025 年版」
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